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形成要因について

小 山 忠 弘
（北海道教育庁）

はじめに

今日，女性の学習活動がさまざまな分野で活発であるが，それは男性より
も女性の方が余暇時間が多いからという単純な理由からではない。経済・社
会・教育・文化の作用によるジェンダーとしての意識・態度の変容が進行
しているからであろう。これまでの男性の生き方や好みに合わせるというよ
うな，男性に従属する考え方・生き方モデルから，自分たちの生きる時代に
合った，個人のライフステージや自分の理想に合ったモデルを求めて，いわ
ゆる「女になる」ための学習活動が活発化したと認識すべきであろう。
エンパワーメン卜としての意識・態度の変容を図るための学習環境の形

成は教育・学習を専掌する文部省及び地方自治体の教育委員会による学校教
育，社会教育を始めとする生涯学習の振興方策によるものであったのか，あ
るいは他の行政施策によるものであったのか，その形成プロセスにおいて特
に顕著な影響が見られる1975年（昭和50年）以降の行政施策等について考察
することとした。

１．NGOによる行政の変革

「来るべき２１世紀社会に向けて，我が国においては，社会の変化を見通
しつつ，あらゆる層の国民一人一人が充実した生涯を過ごすことができる環
境づくりが，緊急の課題として求められている。このため，男女が自らの主
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男女共同参画社会と女性の学習環境の形成要因について７５
年記念日本婦人問題会議」を開催，１２月には法務省が人権週間において婦人
の地位向上を強調するなど，やっと政府関係者の重い腰を上げさせ，我が国
の「男は仕事，女は家庭」「女は男に従うもの」というこれまでの男性中心
の社会制度を変革するための意識改革がスタートしたのである。
８０年（昭55）には「国連婦人の十年ナイロビ世界会議」が開催され,10

年の成果を評価するとともに，残された課題を解決するため，西暦2000年に
向けての「婦人の地位向上のためのナイロビ将来戦略の「第１回見直しと評
価に伴う勧告及び結論」が国連経済社会理事会において採択された。これは
24の具体的な目標を掲げ，ナイロビ将来戦略の実施ペースを速めるよう，各
国政府に要請するものであった。
９５年９月には北京において，「第４回世界女性会議」が開催された。この

会議では，ナイロビ将来戦略の完全な実施を図るための「第２回見直しと評
価」を行い，「北京宣言及び行動綱領」が採択された。このことは，各国政
府にナイロビ将来戦略の完全な実施と12の重大領域についての取組みを求め
たものである。特に「行動綱領」は「女性のエンパワーメン卜（力をつける
こと）に関するアジェンダ（予定表)」と位置付けられており，西暦2000年
に向けて取り組むべき優先行動分野を示している。当然，我が国においても
法律や諸制度の整備・改善を含む積極的な対応が求められることになったの
である。

２．我が国の主要な行政施策

地方自治体が「世界行動計画」に基づく各種の施策を具体的に展開する
ためには，国レベルでの法律・諸制度の整備改善が不可欠であることから，
迅速な対応を見せたのは労働行政である。まず，７５年７月に義務教育諸学校
等の女子教育職員及び医療施設,社会福祉施設等の看護婦保母等の育児休
業に関する法律（昭和50年法律第62号）が公布されている。この法律は幼稚
園から高等学校までの女子教育職員及び医療施設等の看護婦，保母等につい
て育児休業制度を設けるもので「１歳未満の子を養育する者が育児休業の許
可を申請した時は，任命権者は，代替職員の臨時的任用が著しく困難な事情
にある場合を除き許可しなければならない」こと「育児休業の期間は，任命
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8２特集生涯学習の施策と環境の総点検

３．地方地自体の施策

７７年婦人問題企画推進本部が向こう１0年間の「国内行動計画」を策定し
たことにより,都道府県レベルでの行動計画を策定しなければならない状況
になったが，当時は今日のように生涯学習の推進体制の整備が進んでいない
こともあり，総理府から都道府県知事部局へという，いわゆる一般行政ルー
トでの策定作業がスタートした。したがって，都道府県教委や市町村教委の
担当者は，国の政策的なものであり，知事部局の仕事であるという意識は否
定できなかった。特に，市町村においては行動計画関連の事業への婦人の参
加について，首長部局と教委の間で調整に手間取った所も少なくない。また，
国内行動計画と教育プロパーの婦人教育計画の相違や関連性の問題，さらに
は，その整合性をどのように図るかということについて，婦人団体ばかりで
なく事務局職員も苦慮したようである。しかし，観点を変えれば，市町村教
委によって戦後組織化された地域婦人団体は，地域社会の変化や構成員の価
値観の多様化などによりその活動が停滞し，有名無実化したり，年々消滅し
ていくという危機的状況にあったことから，それを打開するための一つの方
策になったことも事実である。
いずれにしても都道府県においては，国のガイドラインに沿って計画策

定に取り組んでおり，例えば北海道においては，７８年に「北海道婦人行動計
画」を策定し,８０年にはその定着化を図るため,１４支庁管内に婦人指導員を
配置している。８１年には「北海道婦人行動計画推進協議会（85年北海道女性
会議に改組)」を設置している。また，８７年には「北海道女性の自立プラ
ン」を策定し，地域や職域に働きかけるとともに，行政の役割を示している。
91年には「道立女性プラザ」を設置し，情報提供，学習や交流活動の拠点と
して活用されている｡９５年には女性関連施策の総合的な推進を図るため，知
事部局に「女性室」を設置するとともに，「北海道男女共同参画懇話会」の
設置，さらに知事を本部長とする「北海道男女共同参画推進本部」を設置し
て，知事部局，教育委員会，警察本部との緊密な連携．協力を図っている。
なお，知事は「北海道生涯学習推進本部」の本部長でもある。
他の都府県においてもこのような施策を講じており，いわゆる一般行政
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男女共同参画社会と女性の学習環境の形成要因について８５
に応じて判断されるべきであり，首長の生涯学習に対する理解度に応じて決
断されるべきであろう。一時期教育委員会制度の独自性を維持するという観
点から，推進本部の事務局は教育委員会に置くことが望ましいという見解が
示されていたが，学校教育行政と社会教育行政それぞれの基本理念が失われ
ていなければ，生涯学習行政であるからこそ，どちらに置いても良いのであ
ろう。

おわりに

社会変動に対応した学習環境の変容と施策について，男女共同参画社会
を機軸とした成人女性の学習環境の形成要因を，主として法律整備の面から
分析するつもりであったが，紙数の制約もあって主要な関係法律の羅列に終
始してしまった。本稿では言及しなかったが，都道府県，市町村における高
齢者の学習環境の形成においても，国の厚生行政による諸制度の改正や福祉
施策のガイドラインによる影響が極めて大きいのであって，教育・学習に関
する各種の答申等に基づく施策の推進には一定の限界を感じるのである。
「健康」と「生きがい」が表裏一体のものだとすれば，超高齢社会を迎えた
今日，福祉と教育の融合の在り方を，単なる行政の効率論ではなく，生涯学
習の理念に基づく促進型（動的）行政の在り方論議を真剣に深めるべき時期
なのであろう。

(注）平沢薫「生涯教育学一民主的人格の生涯適全面発達一」１９７７プレス
ギムナジカ
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